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１ 目 的 

    巨摩高校と関わりの深い櫛形山をフィールドとして、自然の中での直接体験によって生きた

自然科学を学ぶとともに、自然界における生物どうしの繋がりをふまえ、生物としてのヒトの

あり方や生命について考える機会をもつ。また、本校理系生物選択者が小学生への説明・指導

を行うことで、科学的素養及びプレゼンテーション能力を向上させるとともに、小学生が科学

の魅力を体感し自ら理数科目に取り組む心情を醸成する。 

 

２ 実施日、場所  令和６年８月６日(火) 櫛形山麓 市之瀬川下流域 または 

           遊・湯・ふれあい公園裏 富士川(釜無川)流域 

          ＊悪天候・増水の場合は中止とする。 

 

３ 対 象  小笠原小学校児童・豊小学校児童  計 20名程度 

巨摩高校 2年生  約２１名  

 

４ 日 程 

9：00           巨摩高校集合・バス乗車 

9：10～ 9：30 出発・市之瀬川または富士川へ移動(バス) 

9：35～10：00 開校式(挨拶・講師紹介・日程説明・グループ紹介・諸注意) 

10：00～11：30 野外実習(水生昆虫の採集) 

11：30～11：50 巨摩高校へ移動 

11：50～12：45 昼食（本校教室）、トイレ休憩等 

12：45～14：15 室内実習(３Ｆ生物実験室、水生昆虫の分類・同定など) 

14：15～14：30 アンケート、閉校式(感想発表・挨拶) 

14：30      解散 

 

５ 講 師 篠田 授樹(しのだ さずき)  地域自然財産研究所代表、生物調査技術者 

帝京科学大学非常勤講師(アニマルサイエンス学科)を務める。 

 

６ 取材報道 取材を希望される場合は、担当まで事前に連絡をお願いします。  

巨摩高校  櫛形山研修（小学生と高校生の交流事業） 
 

 


